
小・中合同 総合的な学習の時間 学習指導案

指導者

角間川小学校 富樫耕悦 長山尊麿

藤木小学校 高橋夏美 桐原 保

小田島崇

大曲南中学校 吉沢 理 後藤高仁

後藤 淳 鈴木康子

齋藤 明 阿部利征

今川千春 佐藤美紀

荒川 遼 佐藤富喜子

１ 題材名 「未来」につなげよう ふるさとのよさ

～それぞれの「なんとかしなければ！」をもとに，自分たちにできることを考える～

２ 題材の目標

(１）自分たちが住んでいる地域に関する学習や地域貢献活動を踏まえ，南地区の「なんとかしなけ

れば」に着目し，解決するべき問題を設定することができる。 【課題を設定する力】

(２）異学年の集団で様々な意見や考えを出し合い，協働して解決策を探ることができる。

【コミュニケーションを行う力】

(３）生活体験や既習事項をもとに，問題の分解，原因の追究の段階を踏んで，解決策の考察を広く

深く行うことができる。 【多面的・総合的に考える力】

(４）持続可能な社会の実現に向けて，「なんとかしなければならない」と感じた問題の解決のため

に，一人一人ができることを見付け，実践していこうとする意欲を高める。

【生活に活用する力】

３ 児童生徒と題材

（１）児童生徒について

学校 児童生徒数 総合的な学習の時間の主な内容
大仙教育メソッド

【特色ある連携に係る取組】

５年生 7名 ・田植えや稲刈りの農業体験を通し Ⅲ：生かす力（協働的実践力）

角間川 ６年生 11名 て，水田と環境の関わりを学ぶ 小中合同クリーンアップ，地域伝

小学校 計 18名 ・地域内の河川等の水質調査活動 統文化継承活動，エコ活動推進他

・職場体験学習

５年生 12名 ・田植えから精米までを体験し，地 Ⅱ：学ぶ力（主体的・対話的な学び）

藤 木 ６年生 10名 域の主産業について学ぶ ＥＳＤの視点に立った問題解決的

小学校 計 22名 ・丸子川上流や，生活に密着してい 学習，食育・エネルギー等に関す

る水路の水質調査を通してふるさ る体験活動他

との環境を調べる

１年生 24名 ・有機野菜栽培や地域素材を使った Ⅰ：基礎となる力（市民性）

２年生 22名 調理を通しての食育 小・中合同あいさつ運動，交通安

大曲南 ３年生 30名 ・県内の再生可能エネルギーの実情 全運動，地区民運動会への参加と

中学校 計 76名 を学ぶエネルギー教育 運営協力，小・中連携によるキャ

・ワークスクーリング リア教育の推進等

・国教養大学との相互交流による国

際教育

両小学校の５・６年生は，それぞれのテーマを基に体験活動等を行って地域（学区）について

の学習を進めてきた。中学生はＥＳＤの視点に立ったテーマで地域を見直し，より深く地域につ

いて学習してきた。また，小・中学校とも地域貢献活動を通して積極的に地域に関わってきた。



さらに，これまで本地区では，積極的に「環境学習」に取り組み，調査研究を進め，小・中での

合同学習も実践してきた。そのため，児童生徒は地域や環境，自分たちの未来に対する意識は高

く，地域のクリーンアップ行事や伝統行事にも全員が参加している。そして，中学生が活動のリ

ーダーとなって，地域の一員としての役割を果たしている。

児童生徒は今までの学習や活動を通して，地域の文化や伝統を学び，そこに暮らす人の温かさ

や優しさに触れることで，自分たちの住む地域のよさを理解し，ふるさとに生きる喜びを味わっ

ており，地域への愛着が強い。しかし，地域の様々な問題に対して「なんとかしてほしい」とい

う願いはあるものの，「なんとかしなければ」という自発的な思いまでは至っていない。

総合的な学習の時間では，環境をメインテーマとした協働的な学習を継続している。地域の方

々の協力の下に行われる地域行事や体験学習を通して，地域への感謝の気持ちや愛着，ふるさと

を大切にする気持ちは強く，持続可能な社会の構築のためには「思っているだけでなく」「行動

することが大切」という意識も育ってきている。

（２）題材について

秋田県は少子高齢化率が全国一高いと言われており，本地区の児童生徒の減少を見ても，この

先の回復は厳しい状況にある。児童生徒も，地域の方との農業体験や職業体験を通して，自分た

ちのふるさととそこに住む人のよさを学びつつ，地域の現状やこの先予想される問題についても

考えを巡らせている。そこで，地域の問題を具体的に拾い上げ，問題分析と原因追究を進め，解

決策を探る学習は，ふるさとの未来を創造する上で大切な学びとなる。少子化，高齢化，産業の

活性化，働く場の創出など，問題は多岐にわたり各自治体でもその解決策をなかなか見いだせな

い現状ではあるが，持続可能な社会の構築のためには避けては通れないことでもある。その中で，

この地区の将来を支える小・中学生がその解決策や代替案について，学年を超えて意見交流する

ことは，未来の担い手集団をつくる礎となる。それぞれの立場や生活経験，既習の学習内容等か

ら意見を述べ合うことは，地域を次の世代へと受け継いでいく意識と実践意欲を高めるためにふ

さわしい題材である。

（３）指導について

本単元では，思考ツールとしてのプログラムシートを活用し児童生徒一人一人が考えた地域の

「目標」と「問題」を集約し，「南地区版“ＳＤＧｓ”～南地区を変える 12個の目標～」を設定
する。そして小中合同の小グループ（異学年集団）で，集約した 12 個の目標の重要度について
ピラミッドシートを用いて検討し，グループ内で最上位となった目標について，実現する上での

課題，その原因，解決策を話し合わせる。小学生と中学生が合同で「多角的に」「深く」地域の

活性化について考え，話合うことは，コミュニケーションを行う力を高めたり，多面的・総合的

に考えたりする上で非常に効果的であると考える。グループ協議では，中学生がリーダーとなっ

て，様々な意見やアイディアを出し合えるようにさせたい。また，解決策が行き詰まった場合に

は同じ目標を取り上げた他のグループと交流させるとともに，ワークショップの発表で考えを発

信し意見を交わすことで，さらに考えが深まるようにしたい。

振り返りでは，話合いの成果を踏まえ，児童生徒が地域活性化のために今自分ができることに

ついて意見交流させ，行動への意欲を高めさせたい。

４ 評価規準

（１）課題を設定する力

《小学生》

自分の生活経験や，総合的な学習の時間で学んだことをもとに，地域が抱える問題を見付けるこ

とができる。 【課題：小】

《中学生》

地域の現状（少子化 高齢化 産業振興等）を把握し，自分が追究するべき課題を設定すること

ができる。 【課題：中】

（２）コミュニケーションを行う力

《小学生》

自由な発想で意見を発表し，他の人の考えも受け止めることができる。 【コミュ：小】



《中学生》

自分と異なる考えや，小学生の考えも肯定的に受け止め，自分の考えを深めることに生かすこと

ができる。 【コミュ：中】

（３）多面的・総合的に考える力

《小学生》

プログラムシートを利用し，段階を踏んで問題の解決策を考えることができる。 【多・総：小】

《中学生》

目標を達成するために，問題の悪影響から問題を分析し，解決策を見いだすことができる。

【多・総：中】

（４）生活に活用する力

《小学生》

地域の未来を考え，自分ができることに取り組んでいこうとしている。 【活用：小】

《中学生》

地域を支える次の世代の一人として，地域と自分のあり方を考え，自分がすべき役割を果たそう

としている。 【活用：中】

５ 題材の指導計画と評価の計画

時 形態等 主な学習活動 評価規準 評価方法

各学級 ○オリエンテーションで，学習の流れを把握する。

個別 ○これまでの総合的な学習や地域貢献活動を踏ま 課題：中 活動観察

１ え地域への願いや実現したいこと（目標）をい 課題：小 プログラム

くつか考え，「目標」→「反転問題」→「影響」 シート

を考える活動を繰り返し，自分が最も重要だと

思う目標を設定する。

合同 ○前時で各自が考えた目標を集計した「南地区版

SDGs」を確認し，学習の流れを把握する。
異学年 ○各グループごとに重要度を話し合い，「南地区版 コミュ：小 活動観察

小グループ SDGs」カードを拡大ランキングシートに貼って コミュ：中

２ いく。

○ランキングシートの最上位になったものを，グ 多・総：小 学習シート

ループの「目標」とし，反転問題と影響を話し 多・総：中

合い，拡大プログラムシートに書き出す。

○次時までの取材内容について確認する。

合同 ○グループで設定した目標について，取材内容を コミュ：小 活動観察

もとに，問題の分解，原因の追究，解決策の考 コミュ：中 プログラム

察をする。 シート

３ 異学年 ○同じ目標を設定したグループ同士で，解決策を 多・総：小 活動観察

本時 小グループ 交流する。 多・総：中

○ワークショップで発表し，意見交流をする。

○ゲストティーチャーによる講評を聞き，学びを

振り返る。

個別 ○合同学習での話し合いが，自分の設定した目標 活用：小 活動観察

４ の実現にどのように役立つか振り返る。 活用：中 学習シート

各学級 ○それぞれが実践しようとする行動について意見

交換する。



６ 本時の学習 （３／４）

（１）ねらい

・年齢の違いによる異なる意見や考えを受け止め，協働して解決策を探ることができる。

【コミュニケーションを行う力】

・南地区全体に関わる解決策を，各学年の生活体験や既習事項をもとに広く，深く考えることができ

る。 【多面的・総合的に考える力】

（２）学習過程

段
形態 評価

階
学習活動 指導上の留意点

導 １ グループで選ん 一斉 ・各グループごとの目標を確認し，グル

入 だ目標と反転問題 ープでの話合いの進め方を確認する。

5 を確認する。

分
それぞれのグループで設定した目標を解決するには，どんな方法が考えられるだろうか。

２ 取材メモをもと 小グループ ・中学３年生を学習リーダーとして，「問 自分と異なる考え

展 に問題を分解，原 題の分解」→「解決策」という段階を や，小学生の考え

開 因の追究，解決策 踏んだ話合いを進めさせる。 も肯定的に受け止

35 を考える。 ・15グループに対して，指導者15名が， め，自分の考えを

分 担当グループを分担して支援にあたる。 深めることに生か

・グループリーダーには，「実現が難し すことができる。

そうな意見」や「夢物語に近い意見」 【コミュ：中】

についても，切り捨てず受け止めなが 自由な発想で意見を

ら，話合いを進めるようにさせる。 発表し，他の人の考

・自分たちのグループでは解決できなか えも受け止めること

った内容について，他グループからの ができる。

助言を求めたり，同じ課題について異 【コミュ：小】

なる解決策を見付けたグループと意見 （活動観察）

交流したりして，考えを深めさせる。 （プログラムシート）

・グループ支援教員は，他のグループの 目標を達成するた

話合いの様子を観察し，どのグループ めに，問題の悪影

とのマッチングが効果的かアドバイス 響から問題分析を

を与える。 し，解決策を見い

だすことができる。

３ ワークショップ 小グループ ・グループごとにそれぞれが考えた解決 【多・総：中】

でグループ毎に， 策を中心に，プレゼンテーションを行 プログラムシート

他のグループにプ わせる。 を利用し，段階を

終 レゼンテーション ・プレゼンテーションは中学生だけに行 踏んで問題の解決

末 をし，意見をもら わせず，ポイントとなった意見を出し 策を考えることが

20 い，考えを深める。 た小学生を生かすなど，多くの児童生 できる。

分 徒が関わるように配慮する。 【多・総：小】

・他グループのプレゼンテーションにつ （活動観察）

いて，自分たちの話合いの内容と比較

・検討しながら，意見を述べるように

させる。

４ ゲストティーチ 一斉 ・児童生徒の解決策の着眼点，解決方法

ャーによる講評を の工夫等についてと，次世代を担う者

聞き，学びを振り としての生き方についての内容で講評

返る。 してもらう。


